第25回　大阪府障がい者スポーツ大会 視覚障がい者　競技種目

A陸上競技
障がい区分24　　視力0から0.01まで　(光を通さないアイマスクを装着する)
出場可能種目は年齢区分1部、2部とも、1　50m、2　100m、3　200m、5　800m、6　1500m、9立幅跳、10走幅跳、11砲丸投、12ソフトボール投、13ジャベリックスローです。
※注：障がい区分24の50mは音源走です。伴走者をつけることはできません。

障がい区分25　　その他の視覚障がい　
出場可能種目は年齢区分1部、2部とも、1　50m、2　100m、3　200m、5　800m、6　1500m、8走高跳、9 立幅跳、10走幅跳、11砲丸投、12ソフトボール投、13ジャベリックスローです。

B水泳
障がい区分23　　視力0から0.01まで　(光を通さないゴーグルを装着する)
出場可能種目は年齢区分1部の人は、31　自由形　25m、32　自由形　50m 、42　背泳ぎ　50m、52　平泳ぎ　50m、62　バタフライ　50mです。
2部の人は、31　自由形　25m、32　自由形　50m、41　背泳ぎ　25m、51　平泳ぎ　25m、61 　バタフライ 25mです。

障がい区分24　　その他の視覚障がい
出場可能種目は年齢区分1部の人は、31　自由形　25m、32　自由形　50m 、42　背泳ぎ　50m、52　平泳ぎ　50m、62　バタフライ　50mです。
2部の人は、31　自由形　25m、32　自由形　50m、41　背泳ぎ　25m、51　平泳ぎ　25m、61 バタフライ　 25mです。

Cアーチェリー
視覚障がい者の区分はありません。

D卓球
障がい区分15　　アイマスク有り　(光を通さないアイマスクを装着する)
出場可能種目は92 サウンドテーブルテニスです。

障がい区分16　　アイマスク無し
出場可能種目は91 一般卓球です。

Eフライングディスク
障がい区分　1　座位　または　2立位　のいずれかを選択
出場可能種目は、96 アキュラシー　ディスリートファイブ、97 アキュラシー　ディスリートセブン、
98　ディスタンス　座位、99　ディスタンス　立位です。
　※注：アキュラシーの「96」(ディスリートファイブ)と「97」(ディスリートセブン)の2種目でのエントリーはできません。

Fボウリング
知的障がい者のみです。

Gボッチャ
視覚障がい者の区分はありません。

障がい区分の説明
・障がいが重複している場合には、いずれかの障がい区分で参加しなければなりません。
・視覚障がいの視力は、「矯正後の良い方の視力」で判定されます。指数弁は視力0.01、手動弁～光覚弁は
視力0として判定します。
全国大会への出場選手の選考について
※実施要綱「10 全国大会への出場選手の選考」の抜粋
10 全国大会への出場選手の選考(注１)
（1）全国大会への出場選手の選考については、全国大会選手選考委員会により選考し決定する。選考された選手のみ、府大会全日程終了後、令和７年６月１３日（金）までに書面等にて通知する。
（2）9（３）①②により全国大会の参加申込期限までに、選手選考が間に合わない場合、全国大会への派遣選手については、過去の府大会の実績等を考慮し選手選考委員会において選考する。
（3）全国大会は令和７年１０月２５日（土）～２７日（月）に滋賀県で開催され、大阪府選手団は、１０月２４日（金）～２７日（月）の期間で派遣する予定。
（4）府大会参加申し込みの際、全国大会への参加希望の記載にあたっては、本人の意思の他、家族･所属長の確認を取り、必ず了解を得ること。また、７月～１０月に開催予定の説明会・練習会および（3）の期間に参加すること。
※第１回説明会７月２１日(月・祝)実施予定。
注１）府大会の結果を参考とする全国大会の派遣にあたっては、令和７年６月３０日現在において引き続き大阪府内（大阪市・堺市を除く）に現住所を有する、または大阪府内（大阪市・堺市を除く）の「学校」に通学している、もしくは「施設」に入所・通所していることが要件となる。
以上
